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n を 2以上の自然数とする．n の正の約数のうち，n 以外のものをすべて並べる．

それらの総和が n であるとき，n を完全数という．例えば，6の正の約数のうち，6

以外のものは 1, 2, 3であり，それらの総和は 1 + 2 + 3 = 6 である．したがって，6

は完全数である．以下の問いに答えなさい．

(1) 496は完全数であることを示しなさい．

(2) m を 2以上の自然数とする．2m − 1 が素数であれば，2m−1(2m − 1) は完全数で

あることを示しなさい．
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【答】 略

【解答】
自然数 n (n ≧ 2)の正の約数の総和を S(n)とすると，nが完全数である条件は

S(n)− n = n ∴ S(n) = 2n

である．

(1) 496 = 24 · 31 の正の約数の総和 S(496)は

S(496) = (1 + 2 + 22 + 23 + 24)(1 + 31)

= 31 · 25

= 2 · 24 · 31
= 2 · 496

であるから，496は完全数である． …… (証明終わり)

(2) 2以上の自然数 m に対し，2m − 1 が素数であるとき，n = 2m−1(2m − 1) とおく．
2m − 1 が素数であることにより

S(n) = (1 + 2 + 22 + · · ·+ 2m−1)(1 + (2m − 1))

= 2m − 1
2− 1

· 2m

= (2m − 1) · 2m

= 2 · 2m−1(2m − 1)

= 2n

であるから，n = 2m−1(2m − 1) は完全数である． …… (証明終わり)


